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「大学生によるまちづくり提案２０２１」発表会の結果概要について 

令和３年１２月２３日 

総合政策部 政策審議室 

大学生がまちづくりの提案を発表！ 

~市内６大学１６団体が「スマート × 風土 うつのみやのデザイン」を発表しました~ 
 

 

 

 

 

○ 発表会の概要 

・開催日時：令和３年１２月１７日（金） １０：３０～１６：４５ 

・課  題：「スマート × 風土 うつのみやのデザイン」 

 

  

 

 

・提案団体数：市内６大学１６団体 

・来場者数：市民・市職員・大学関係 約１８０人 

○ 選考結果 

１ 審査方法 

提案内容及び口頭発表・ポスターセッションを審査対象とし，審査員(４名)による審

査及び来場者投票により選考 

２ 審査結果（優秀提案） 

 提案名 提案団体名 

第１位 
田川活性化プロジェクト
～昼は楽しく夜も明るい文化・ 

創造都市宇都宮～ 

宇都宮市創造都市研究センター※ 
アントレプレナー研究グループ Ｃ班 

第２位 
あつめる、活かす 
～情報一元化による「みや活」の提案～ 

宇都宮大学 建築計画研究室 

第３位 
超小型モビリティで進化する 

【ちょい乗り】都市うつのみや 
宇都宮大学 都市計画研究室 

※ 宇都宮市内の私立４大学（宇都宮共和大学，作新学院大学，帝京大学，文星芸術大学）が中心となっ

て，地域を担う人材育成を目指しているプラットホーム 

 

学生が本市のまちづくりについて意見を表明する機会の創出と，学生ならではの視点やアイデ

アをまちづくりに活かすことを目的に「大学生によるまちづくり提案２０２１」の発表会を開催

しました。第１７回目となる今回は「スマート × 風土 うつのみやのデザイン」を課題とし，

宇都宮市内の６大学１６団体がまちづくりの提案を行い，発表会には約１８０人が来場しました。

【課題のねらい】 

 宇都宮ならではの歴史や習慣，建物，環境などの「風土」（「宇都宮らしさ」）を活かし

ながら，ＩＣＴ等の先進技術を利活用したスマートシティを実現するための取組につい

て提案を求めるもの 

○ 今後のスケジュール 

令和３年１２月２０日～２４日 市役所１階市民ホールにて全団体のポスターを展示 

令和４年 １月２０日      優秀提案団体と市長との意見交換会 

１月中旬     提案内容の実現可能性の検討 

３月下旬     市ホームページにて，提案の検討・取組状況等を公表 



№ 大学名 提案名 団体名 代表者 指導教員 提案の要旨

1 宇大 宇都宮市飲食活性化事業 宇都宮大学 行政学研究室 Ａチーム 遠藤浩輔 中村祐司

餃子とそれ以外の宇都宮のグルメに知名度の差が生じていること，コロナ禍で飲食店業界が大きなダメージを受け
たことから，コロナ禍でも飲食店が売り上げを確保できる仕組みとして以下の２つについて提案する。
　・バーチャル空間に，店舗での買い物を疑似体験できる「うまいもん通り」を作成
　・「うまいもん通り」とリンクして，餃子以外に宇都宮グルメに特化した特設通販サイトを作成

2 共和大
宇都宮スマートライフポータル
～生活の利便性を向上させる情報利活用基
盤～

宇都宮共和大学 ３年高丸ゼミ 北條智也 高丸圭一

スマートシティを推進していくためにはデータの利活用をより高度に進めていくことが重要であると考えることか
ら，パブリックデータやリアルタイムデータ（人流・交通・水位・気温など），地域の情報（市内求人，売りま
す・買いますなど）を集約し，それらのデータを一元的に可視化できる情報利活用基盤「スマートライフポータ
ル」の構築を提案する。

3 宇大 市民参加型とちぎ国体に向けた提案
宇都宮大学 建築環境研究室 チーム
Ａ

高橋香澄、仁
科憧子

糸井川高穂
市のスポーツ人口を増やすため，特に減少傾向にある若年層の参加に向け興味関心を高めていくため，ＳＮＳを活
用したスポーツ情報の効果的な発信を提案する。

4 共和大 私たちの未来予想図デジ宮 宇都宮共和大学 陣内ゼミ 折腹怜音 陣内雄次
現在の防災情報は離散して活用しづらいため，既存のハザードマップをベースとして現在の状況や備蓄や避難後の
対応，過去に起きた災害情報などを集約した『私たちの未来予想図デジ宮』を提案する。

5

共和大
帝京大
文星芸大
作新大
宇大

宇都宮をスマートで創造的な街にしよう
～LRT×路線バス オリジナルアプリの開発
～

宇都宮市創造都市研究センター※
アントレプレナー研究グループ Ｂ班

佐藤雅哉
渡邊瑛季
春日正男
西山弘泰

公共交通の利用促進に向け，公共交通の乗換案内と地域情報の発信を主な機能とするオリジナルのスマートフォン
向けアプリを提案する。このアプリにより，乗換の都度，時刻表を検索することなく複数の交通事業者を円滑に乗
り継ぐことができ，快適な移動が期待できる。

6 宇大
スマート・ストリートファニチャー
～商店街通りの情報発信・滞在の拠点～

宇都宮大学 建築環境研究室 木下 萌々子 横尾昇剛
商店街の利用の促進に向け，商店街の店舗情報を発信する機能（デジタルサイネージ）と多様な滞在要求に対応で
きる機能（衝立，ベンチ）を兼ね備えた、新たなストリートファニチャー「－ほっと、ひといき―カワラバン・ス
タンド」を提案する。

7 放送大
宇都宮は生き残れるか
～風土に根差した自治の再生～

放送大学・“まち”を研究する会 上村 隆行 伊東 明彦 「住みよい”まち”への一試案」として交通ネットワークの強化とデジタル技術の活用について提言を行う。

8 宇大 ドキドキスポ婚UTSUNOMIYA 宇都宮大学 行政学研究室 Ｂチーム 川口直樹 中村祐司
婚活イベントの成婚数の向上に向け，日本プロサッカーＪリーグの若年来場者の減少に着目し，サッカーを婚活に
取り込むため，従来にないサッカーアプリと、アプリを活用したスタンプラリーイベントを提案する。

9 共和大
私たちで造る宇都宮らしさ
―『教えてミヤリ―』でスマートな
UTSUNOMIYＡに

宇都宮共和大学 シティライフ学部
内藤マーケティング論ゼミ

伊東大輔 四家
舜葵

内藤英二
宇都宮の歴史，習慣，環境などの宇都宮らしさを多くの人に知ってもらうため，『教えてミヤリ―』に，観光情報
とのリンクやコロナ感染時の自宅療養者向けアプリとのリンク，音声対応の多言語化などの機能を追加することを
提案する。

第１位 10

共和大
帝京大
文星芸大
作新大

田川活性化プロジェクト
～昼は楽しく夜も明るい文化・創造都市宇
都宮～

宇都宮市創造都市研究センター ※
アントレプレナー研究グループ Ｃ班

宇梶 宏海
西山弘泰
春日正男
渡邊瑛季

宇都宮駅西口周辺の活性化と賑わいづくりに向け，宇都宮駅西口を流れる田川に着目し，中心市街地の一体性と回
遊性を目的として提案者が自ら行ったイベントを踏まえ，市内の高校生・大学生などが集い，学習成果の発表や
チャレンジショップ，各種イベントの実施などを通して学ぶ場である「田川まちなかキャンパス構想」を提案す
る。

11 共和大 大谷をワーケーションで活性化しよう
宇都宮共和大学 シティライフ学部
２年渡邊ゼミ

青山 翔 渡邊 瑛季
大谷地区をさらに活性化させるため，「ワーケーション」を行うクリエイターを誘致することを提案する。クリエ
イターの誘致により，大谷地区のワークの場としての可能性の発信や新たなチャンネルでの大谷地区の魅力発信が
期待できる。

第３位 12 宇大
超小型モビリティで進化する【ちょい乗
り】都市うつのみや

宇都宮大学 都市計画研究室 金子瞬
長田哲平
大森宣暁

公共交通のラストワンマイルの解消に向け，超小型モビリティ（電動キックボード）による「ちょい乗り」を実現
するため，電動キックボードに適した経路選択ができ，公共交通の乗換にも対応したアプリを提案する。

13 共和大
若者の望みがスマートに叶うまち
 データサイエンスを利用したニーズ分析
 

宇都宮共和大学 ２年高丸ゼミ 三木淳暉 高丸圭一
市政に対して積極的に意見を言わない「サイレントな市民」の要望について，ＳＮＳ上の日常的な投稿をデータサ
イエンスによって分析することにより，施策に反映する手法を提案する。

14 宇大
公共施設上のリアルタイムオンライン共有
による住民QOL向上　～公園との新しい向き
合い方の提案～

宇都宮大学 建築環境研究室 チーム
Ｂ

早川 大輝 糸井川高穂
公園利用の質を高めるため，公園情報の逆引き機能，公園の利用状況が分かる機能などを盛り込んだアプリを提案
する。また，このアプリを通して公園を利用する人の２次情報を集め，公園のインフラ拡充などに活用する。

15

共和大
作新大
帝京大
文星芸大

とちぎから社会の若きリーダーを生み出す
―学生・若者のチャレンジ応援コミュニ
ティづくり―

宇都宮市創造都市研究センター※
アントレプレナー研究グループ Ａ班

齋藤 陽夏
西山弘泰
春日正男
渡邊瑛季

市内の高校生や大学生などの若者のチャレンジ精神や主体性を引き出すことを目的として，提案者が自ら行ったイ
ベントの実践活動を踏まえ，チャレンジしていく機会の提供や相談への対応が可能なコミュニティの構築を提案す
る。

第２位 16 宇大
あつめる、活かす
～情報一元化による「みや活」の提案～

宇都宮大学 建築計画研究室 竹澤くるみ 佐藤栄治

まちに溢れる様々な情報や市の実施する事業・活動を，風土形成やまちづくりを目指したプラットフォーム「みや
活システム」へ集約するほか，事業の乱立を防ぎ利用者視点の使いやすさと参加しやすさを狙う「みや活ポイン
ト」，さらに中心市街地の求心性を狙った「みや活拠点」の設置により，市民のまちづくり活動を促進する提案を
行う。

⼤学⽣によるまちづくり提案2021 提案団体⼀覧

※　宇都宮市内の私立４大学（宇都宮共和大学，作新学院大学，帝京大学，文星芸術大学）が中心となって，地域を担う人材育成を目指しているプラットホーム

別紙


